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こんなところに、こんなナ   

私たちの生活環境を明るく豊かにするために、好きな木をどこにでも植えら  

れるというものではありません。木を植え育てるには、いろいろの条件があり、  

それぞれの木のもつ特性を十分いかして植えることが大切です。植える目的や  

場所にあったものを選びましょう。  

■木の特性と植える場所  

ハナゾノックバネウツギ、 ケヤキ、アオギリ、  
キョウテクトウ、  サルスベリ、  
ピラカンサ、  シタレヤナギ、ユリノキ、  
ペニシタン  ネムノキ、レンギョウ  

日当り地を好む アカマツ、クロマツ  
タギョウショウ、  
ヒマラヤスギ、  
イチョウ  

＝…＝＝＝＝＝＝∧＝＝●＝＝●iiitii■f●●●●●●●●＝・■・●・・・■●■●■▲▲▲■■■▲  

日陰地でも育つ アテ（アスナ田）、   アオキ、イヌツゲ、   ハゼノキ、センタン、  
ツパキ、サザンカ、  アジサイ、ハクウンボク  
カクレミノ、ヤツデ、  ウグイスカグラ、サワ  
センリョウ、シラカシ、 クルミ、工ンジュ  

ウテナシ  

イヌマキ、イチイ  
イヌガヤ、カヤ、  
キャラボク、モミ  

ウバメガシ、スタジイ、 イタチハギ、ヤマハギ、  
アセビ、キョウテクトウ、 ニセアカシア、ハンノキ、  
ハクチョウゲ  ヤシヤプシ、ク三、  

ネムノキ  
＝＝＝＝＝■】…＝＝■ ■●●■■■●● ■●●● ■●■●●■■●■  

マテバシイ、ウバメガシ、 ニセアカシア、  
ヒサカキ、トベラ、  スズカケノキ、コナラ、  
アラカシ、ヒメユズリハ  アキニレ、ネムノキ、  

ハゼノキ、カシウ  

やせ地に耐える アカマツ、クロマツ、  
ネズミサシ、ビヤウシン  
カラマツ  

＝＝＝＝●t●●■●●●●●■■●■●■●●●●●●●●●●●■  

乾燥地に耐える アカマツ、クロマ、1  
トウヒ、ネズミサシ、  
モミ、ヒノキ、  
コヨウマツ、コウヤマキ  

＝…＝＝＝●1●t■＝＝▲＝＝＝●■●●■●■＝■■…＝－●●●●●●●●●●●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●■■■  

肥沃地を好む  メモチ、 

ヤク，ン、 頁、  

ラカンマキ  カクレ三ノ、サザンカ、 ケヤキ、サクラ架頁、  

タイサンボク、ツパキ  トチノキ  
●＝＝＝＝…＝＝■…＝●＝＝ ＝＝＝－●－…●－…■t●■●－－■●■ 

湿地に耐える  メイ＼サンコジュ  ソ、  

ドロノキ、ヤマナラシ、  
十7てフハ、ノ ノ土   

＝＝＝■…＝＝＝●■■＝＝＝●＝＝＝＝＝＝■…＝…＝＝＝＝＝ ＝■■●●●  

大気汚染に耐える ズカイ  ジ、  

ベラ  

キョウテクトウ、  アキニレ、ナウシログ三  

ネズミモチ、マサキ、  

ハナゾノックバネウツギ   



■生垣用には  

l 落葉広葉樹   

イホノ、．］ハモ、ノ、   

トウカ工デ  

使用上  

列垣  クL、ノ、ヒ′ ‥  
（建物の周辺など  カラマツ、サワラ、スギ、  

力  
の保安を図る） 詔宣誓要吉宍  
＝＝＝●■■●●l■●●■●●●●●●●●●●●●  

高垣  クロマ、シ、－■フー＝・ノ、  

（防火、防風など  ラカンマキ＼カヤ、  
、  

の役目を果たす）呈…認荒歪干  

ヒノキ  

ア三′＿ノ、ソノ′Jシ、  

カナメモチ、キンモクセイ  
サンコジュ、サザンカ、  
ネズミモチ、ウバメガシ  
●●■■■●●●■■●■…● 

アラカシ、サンコンユ、 ソγ十、ムソノ干  
スタジイ、シラカシ、  ハンノキ、ポプラ  
ツバキ類、モチノキ、  カシウ、ナラ類  
マテバシイ、クスノキ、  
タブノキ  

＝…＝＝……＝＝＝●＝………・■●■♭●■■●1■‥，…………………●＝＝＝＝●●●●＝●＝＝  

低垣  アテ（アスナロ）、   イヌツゲ、クサツゲ、  ドウダンツツジ、イボタ、  

境界 ＼  ナギ、  

）  

マサキ  
＝＝＝…＝■●●●●●●●＝●‥‥‥●●●●●●●●●●●‥●●‥■■●●●●●‥●●●●●●●●一■＝＝●■●＝＝●＝●●■■●＝＝●●●■  

混ぜ垣  アテ（アスナロ）、スギ、 アセピ、キンシバイ、  ドウダンツツジ、  
植して  

、  

オウパイ、ムクゲ、  
ニシキギ、ボケ、メギ  

ヒノキ、イチイ  サザンカ、ネズミモチ  ユキヤナギ、工ニシタ、  
イポタ  

●＝●＝●●＝＝＝●＝＝＝＝＝＝＝l＝＝＝▲▲■■”、・さItI一・・‥・‥‥‥・‥‥‥‥・‥・‥‥●●●＝＝＝‥‥．‖‥  

美しい花をつけ  ツバキ類、サザンカ、 ムクゲ、ツツジ、  

る生垣  サツキ、ジンチョウゲ、 ユキヤナギ、ボケ、ウツギ、  
チャノキ  ウグイスカグラ、  

ヒョウタンボク、  
レンギョウ、ユキヤナギ  

■＝＝……………■－‥■ト■ト…‥－‥●‥‥●●●‥‥‥●●‥‥‥■■■●…＝＝＝＝＝＝＝＝＝●l巨■■  

つる物仕立ての  ムベ、アケビ、  イウガラ三、ツルハラ、  

生垣  三ツパアケビ廿ネカズラ、フジ、ヤマフジ、  
テイカカズラ、キズタ、 ヤマフドゥ、アメリカツタ、  
イタビカズラ  サルナシ、ノウせンカズラ、  

ツキヌキニンドゥ  
●●●▲＝＝●●‥●●‥●‥●●●‥‥●■●■＝……■＝－‥一■‥●‥●●‥■■‥●●●●●●●●●●●r…＝＝＝＝＝●●●●●＝  

刺のある木の生垣  タチバナモドキ、   カラタチ、ボケ、バラ梧、  
ナギイカダ、ヒイラギ、 ナウシログ三、メギ、  
ヒイラギモクセイ  ハマナス、  

セイヨウサンザシ  
2   



景観・環境に遺した未   

大気の浄化に大きな役割を果たしている樹木が、工場のばい煙や自動車の排  

気ガスなどの被害を受けて衰弱することがあります。しかし、樹木によっては、  

これらの害に対して強いものがありますから、健全な庭づくりなど、環境緑化  

に役立ててほしいものです。  

ケヤキ、トチノキ、  
カツラ、サクラ頬、  
スズカケノキ、ユリノキ、  
トウカ工デ、アキニレ、  
ナンキンハゼ、シモツケ、  
ユキヤナギ、コデマリ、  
アオギリ、カツラ、  
ネムノキ  

スタジイ、タブノキ、  
シラカシ、アラカシ、  
マテパシイ、クスノキ、  
モツコウ、サンコジュ、  
ユズリハ、サザンカ、  
ツパキ頬、ウバメガシ、  
ゲッケイジュ、サツキ、  
ツツジ頬  

ウロマツ、アカマツ、  
モミ、ヒマラヤスギ、  
タギョウショウ、スギ、  
ヒノキ、サワラ、  
コウヤマキ、  
メタセコイア、イチョウ、  
カイズカイブキ  

都市公園、広場  

には  

ウ∪マツ、イナヨウ、  ウバメガシ、マサキ、  トナノ十、ケヤキ、  
シタレヤナギ、ニウウ  
ルシ、スズカケノキ、  
ニセアカシア、工ンジュ  

ユリノキ、サクラ笑頁、  
ナナカマド、アオギリ  
コデマリ、シモツケ、  
アメリカフウ、ハマナス  

道路の並木、緑  
地帯には  トベラ、シャリンバイ、  

クスノキ、イヌツゲ、  
オオムラサキツツジ、  
マテパシイ、ネズミモチ、  
ハナゾノックバネウツギ  

カイズカイブキ  

ケヤキ、サクラ類、  
ユリノキ、ナラ頬、カツラ  
ユキヤナギ、マンサク、  
センダン、アキニレ、  
ニウウルシ、ハナミズキ、  
イイギリ、ウメ、アジサイ  
ハギ頬、ヤマブキ  

学校、工場の緑 イチョウ、クロマツ＼ スタジイ、シラカシ、  

他には  

ラカンマキ、メタセコイア、 ウバメガシ、モツコク、  
コウヤマキ、サワラ、  マテバシイ、モクセイ、  
ドイツトウヒ、  カナメモチ、ヒイラギ、  
タイオウショウ、ヒバ類  サザンカ、サツキ、  

ツツジ頬  

＝…＝＝＝＝■●●－●●■－…‥－……………………＝…●●…＝＝＝＝＝＝＝＝■■●■  

、住宅団地 
持、  

、、  
ウグイスカグラ、ボケ、  
ウメ、モモ、バラ頬、  
カリン、サルスベリ、  
モクレン、ニシキギ、  
ドウダンツツジ  

トベラ、サンコジュ、  
ウバメガシ、シャリンパイ  
マサキ、モチノキ、  
サザンカ  

コメツガ  

3   



の汚染に強い木、弱い木  

常緑広葉樹  落葉広葉樹  

耐性が弱い  餅摩耗感汐漉熱 1 エノキ 

、ハルニレ、  
フサザクラ、  

アカマリ、モミ、  
ヒマラヤスギ、スギ  
キャラボク   

シラカミ．、キンニ．ハイー  

ヒュウガミズキ  
…＝＝＝＝……＝＝…＝＝‥‥・‥・●●●●●‥・‥・＝＝●＝＝■●＝＝●●＝●．‥‥‥‥‥蔽舶細線漁鮎貼．誠  

耐性が中程度   クロマツ、イヌマキ、 アカガシ、スタジイ、 スズカケノギ、  
ヒノキ、カヤ  タブノキ、シログモ、  

サンコジュ、  
トウネズミモチ、  
モクセイ、サツキ類  

シタレヤナギ、  
ソメイヨシノ、トチノキ、 
レンギョウ、ウメ  

耐性がやや強い ラカンマキ  クスノキ、モチノキ、 ウツギ、トウ刀工デ、  
クロガネモチ、  アキニレ、ハせノキ  
カクレミノ、ツバキ、  
イヌツゲ、ヒイラギ、  
ヒサカキ、ハマヒサカキ、  
アオキ、ジンチョウゲ、  
ナウシログミ、  
ヒイラギナンテン、  
ハナゾノックバネウツギ、  
オオムラサキツツジ  

■ヰ1■、－＝＝＝＝………………………・・…・…・……‥……‥・…………・…‥埠寧ぎ譲  

耐性が強い  カイスカイブキ、   マテパシイ、モツコク、 コナラ、アオギリ  
イチョウ  キョウテクトウ、トベラ、  

マルバシャリンパイ、  
ウ／てメガシ、マサキ、  
ヤツデ  
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＿虜光を好む木、日陰でも育つ木  

ぜ性＿」  落葉広葉判  

ごり、ウメ、ケヤキ、  
シタレヤナギ、  
スズカケノキ、センタン、  
ニセアカシア、ポプラ、  
ユリノキ、イヌシデ、  
工ニシタ、オウバイ、  
カシウ、カラタチ、  
ギョリュウ、ザクロ、  
サルスベリ、サンシュユ、  
ロウバイ、モクレン、  
トウ刀工デ、ハゼノキ、  
ドウダンツツジ、  
ニウウメ、ネムノキ、  
ウラジロハコヤナギ、  
ハナスオウ、ブヨウ、  
ムクゲ、レンギョウ、  
ノウゼンカズラ、シラ  
カバ、クヌギ、ナラ頬、  
アベマキ、サクラ業頁、  
ホオノキ、カツラ、  
工ンジュ  

ノ＿∴ノックバネウツギ、  

キョウテクトウ、  
ナウシログミ、  
ピラカンサ、カンキツ類、  
ペニシタン  

陽光を別J  カラ‥、  

タギョウショウ、  
ヒマラヤスギ、  
エンコウスギ、  
カイズカイブキ、ドイ  
ツトウヒ、スギ、  
ヨーロッパアカマツ、  
コノテガシウ、イチョウ  
ヒメコマツ、ビヤウシン  

アジサイ、  
ウグイスカグラ、  
ガクアジサイ、ツルマサキ、  
テイカカズラ、  
ピナンカズラ、アワプキ、  
コパノトネリコ、トチノキ、  
ハクウンボク、リョウプ、  
ブナ   

アオキ、アセビ、  
カクレ三ノ、シキミ、  

ナギイカダ、ヒイラギ  
ナンテン、  
ヒイラギモクセイ、  
マンリョウ、ヤプコウジ、  
イヌツゲ、ウサツゲ、  
サンコジュ、  
ジンチョウゲ、タラヨウ、  
ツゲ、ネズミモチ、  
ヒイラギ、マサキ、  
モチノキ、モツコク、  
ヤツデ、ヒサカキ、カシ類、  
シイ蛎、リバ士クテナシ  

イヌガヤ、カヤ、ナギ、  
コウヤマキ、イチイ、  
アスナロ、イヌマキ、  
モミ類、ヒバ頬、  
ヒノキ、サワラ  

日陰でも育つ  
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■潮風に強い木、弱い木  

スダジイ、ヤマモモ、  
アラカシ、シラカシ、  
ウバメガシ、マテパシイ、  
イタピカズラ、ハマビワ、  
タブノキ、サカキ、アオキ、  
シャリンバイ、卜ベラ、  

イスノキ、カナメモチ、  
ヤプニッケイ、ユズリハ、  
ヒメェズリハ、ツゲ、  

イヌツゲ、マメツゲ、  
マサキ、ヤブツバキ、  
ヒサカキ、ハマヒサカキ、  
マルバクミ、カクレミノ、  
ネズミモチ、  
キョウテクトウ、  
テイカカズラ、クテナシ、  
サンコジュ、オオバイポタ、  
カンキツ類、タイサンボク、  
ナウシログミ、ビ［  

イヌマキ、クロマツ、  
ネズミサシ、イブキ、  
カイズカイブキ、  
ハイビヤウシン、  
キャラボク、ラカンマキ  

シタレヤナギ、シラカバ  
オオバヤシヤプシ、カシウ、  
ハルニレ、メギ、  
バイカウツギ、ウツギ、  
マンサク、ハマナス、  
ネムノキ、ニセアカシア  
フジ、ハぜノキ、ハマボウ、  
イイギリ、アキグ三、  
アカメガシウ、エノキ、  
オオシマザクラ、  
ガクアジサイ、ウサギ、  
ギョリュウ、ザクロ、ヌルデ  
ハマコウ、シダレヤナギ、  
モモ、イチジク、  
ハコネウツギ  

イチョウ、カヤノキ、  
ナギ、イヌガヤ、モミ、  
ヒマラヤスギ、カラマッ  
ハリモミ、ツガ、  
ヒメコマツ、スギ、  
コウヨウザン、ヒノキ  
サウラ  

に弱い  クスノキ  ポプラ、ブナ、コプシ、  
アメリカフウ、サクラ頬、  
ウメ、タチバナモドキ、  
ハギ、トウカ工デ、  
レンゲ、ソツジ  

中程度  イチイ、ドイツトウヒ、 オガタマノキ、  オニクルミ、クヌギ、  
エノキ、ユリノキ、  
アジサイ、ガクアジサイ、  
ヒュウガミズキ、  
スズカケノキ、  
ホザキナナカマド、  
トサモツケ、シモツケ、  
ユキヤナギ、シジミパナ、  
コデマリ、イヌ工ンジュ、  

工ンジュ、トチノキ、  
ワオ士ごリ   

ゲッケイジュ、サザンカ、  
サカキ、モツコク  

ラクウショウ  
コウヤマキ、  
コノテガシウ  
ラカンマキ  

嶺  

6  



■防火性の大きい木、小さい木  

常緑広葉樹  落葉広葉樹  

キョウテクトウ、  
シラカシ、タブノキ、  
スダジイ、サザンカ、  
ヤブツバキ、サカキ、  
ヤツデ、ヒサカキ、  
ヤプニッケイ、ユズリハ、  
ヒメユズリハ、マサキ、  
クロガネモチ、ソヨコ、  
ネズミモチ、ヒイラギ、  
モツコク、シキミ、アオキ、  
サンコジュ  

ケヤキ、ドロノキ、カシウ、  
カラタチ  

防火性が大きい  イヌマキ、コウヨウザン、  
イチョウ、アスナロ、  
コウヤマキ、サクラ  

＝＝…＝■＝…＝■■●●■●●●■●●●●■●■■●●■●●■■●■＝…＝……＝＝＝＝＝…＝＝＝＝1＝●暮  

防火性が中程度 イヌマキ、ヒマラヤスギ、 ウバメガシ、マテパシイ、 イチジク、アオギリ＼  
イチイ、イチョウ、ヒノキ、  
サワラ  

キリ、スズカケノキ  
ュリノキ、ミズキ、  
ハコネウツギ  

シャリンバイ、トベラ、  
モチノキ、カナメモチ、  
タラヨウ、センタン、  
クテナシ、ツゲ、  
キョウテクトウ、  
スダジイ、ヒサカキ、  
ヤブツバキ、モツコウ、  
シキミ、アオキ、イヌツゲ、  
サカキ、ヤマモモ  

防火性力叫＼さい  クロマツ、アカマツ、  アラカシ、クスノキ、  ケセキ、ウメ、カリン  
工ンジュ、サルスベリ  
ポプラ、ニセアカシア  
ニシキギ、ネジキ、  
タチャナギ  

タイオウショウ、スギ、 タイサンボウ、  
ヒノキ、アスナロ、  キンモクセイ、イヌツゲ、  
ヒマラヤスギ  アセピ、ヒイラギ  
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花や実紅葉の削い末 

私たちが庭づくり、森づくりをする上で知っておきたい樹木の特性を、早春  

に咲く木、花に香りがある木、果実が美しい木、野鳥が好む木、新葉や紅葉が  

美しい木などに分けてみると次のようです。  

常緑広葉樹  

字書に咲く  タセコイ  

：2～3月ころ）  

ヤブツバキ、サザンカ、  
ジンチョウゲ、アセピ  

ボケ、ヒ⊥」ガミズキ、  
ウメ、トサミズキ、  
レンギョウ、マンサニ  
ロウパイ、タンコウパイ  
クロモジ、キブシ、  
＋⊥ンシュユ  

●■t……●▲●●■●■●●●  

田ウバイ、ウメ、  
ハクモクレン、  
ジンチョウゲ、コプシ、  
モクレン、エコノキ、  
オオヤマレンゲ、パラ好  
ホオノキ、ニセアカシア  
キリ  

t■●■■■■■●■■■〉■■■■■■ノ■■・●●ノ●●…●●＝＝●◆＝＝＝…＝＝●■●■■…＝……●t  

花に香りがある  クテナシ、トベラ、  
ミヤマシキミ、モツコク、  
タイサンボク、  
キンモクセイ、  
ギンモクセイ、ヒイラギ、  
テイカカズラ  

零実が美しい  イチイ、キャラボク  アオキ、ヤプコウジ、  
シロダモ、タラヨウ、  
モチノキ、ソヨコ、  
クロガネモチ、マンリョウ  
カラタチバナ  

ムラサキシキブ、  
ナックミ、オオカメノキ、  
ナナカマド、刀マズ三、  
ヤプデマリ、ツリバナ、  
サンザシ、アケビ、  
ナンテン、アオハダ  

●●●●●●●●●●●●●i●  

刀∨人三、オオカメノキ、  
ムラサキシキブ、  
サクラ莱頁、ナナカマド、  
ヤチタモ、マメガキ、  
ナツハゼ、ミズキ、  
タラノキ、アキク三、  
十＝トFト土ヤマザクラ  

■■■■■ ● ■ ● ●●●  

力工デ類、ガマズミ、  
ナナカマド、ツタウルシ、  
ドウダンツツジ、ヌルデ、  
ナツヅタ、ハナミズキ、  
ヤマハゼ、ヤマポウシ、  
チャンテン、  
「勺メガシウ、カツラ   

＝＝＝＝■＝…●■＝＝■●■1  …＝＝●■●■  

′野鳥が好む  アカマ、ノ、ソ∪ヾ＝ノ、 イズミモチ、シャシャノ汎  

ヒノキ、サウラ、スギ、  
カラマツ、イヌマキ、  
イチョウ、モミ  

ヤツデ、ヒサカキ、マサキ、  
モチノキ、クロガネモチ、  
イヌツゲ、サンコジュ、  
卜ベラ、シャリンバイ  

●●●●■●●●●●●●●●●●■－●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■●●●■●●●■●■●■●■●■●●●●●●●■  

江葉が美しい  メタセコイア、ヌマスギ、 ヒイラギナンテン、  
漸葉が赤い）  イチョウ＼カラマツ  

サツゲ  
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末のふやし方   

木は、小さい苗木からだんだん大きく育てることによって愛情がわいてくる  

ものです。また、美しい花をつける木や、樹形の整った優れた木を見ると誰も  

がふやしてみたくなるでしょう。   

木のふやし方には、たねまき、さし木、とり木などの方法がありますが、こ  

れらは、それぞれのふやす木に適した方法を用いなければなりません。誰にで  

も手がるにふやせる方法としてはさし木、とり木があります。   

さし木もとり木も親木の枝から新しい苗木をつくるので、親木と同一の花も  

咲き、葉も樹形も似通ったものになります。  

■さし木  

［さし木の時期］   

木の種矧こよって違いますが、一般に落葉樹、針葉樹は春ざし（3～4月）  

常緑樹は梅雨ざし（5～6月）又は夏ざし（7～8月）がよいとされています。   

【重し床の用土］   

用±は、発根に大きく関係しますので、水はけ、水もち、通気のよい、しか  

も椎菌や害虫のいない土を選ぶことが大切です。用±としては、赤土、川臥  

鹿沼土、ピートモス、ミズコケなどいろいろありますが、これらを混用して用  

いるのもよい方法です。   

春ざしは前年の枝を、梅雨ざし、夏ざしは、享年成熟した枝を用います。稽  

つくりは、枝先の細い部分と枝元の太い部分を除き15～20cmに調整します。  

また穂を切る場合、節の部分は根が出やすいので、節の所で切るようにします。  

■し  
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‾薩」木 石法］  

さしつけの前には、さし床に十分散水して、さしやすい状態にしてからさし   

つけします。間隔は葉が伸びてやや触れる程度で、なるだけ密にさします。さ   

水することが大切です。  

畑にさしつけた場合、さしつけ復すみやかにヨシズまたはクレモナ寒冷紗を   

かけて日よけと風よけを行います。風が当たると葉の蒸散が大きくなりますし、   

風で動くとさしつけの根元部分に空間ができ枯損の原因になります。  

鉢ざし、箱ざしは、風当たりの少ない、排水のよい場所を選んでおき、とき   

どき潅水して、乾燥させないことが大切です。  

し根はいつ出るか］  

最もよい条件であれば、20日ぐらいで発根の見られるものもありますが、   

一般のさし木では大半がさしつけ後1～2月、遅くても2～3ケ月までに発根し   

ます。  
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●とり木   

とり木は、さし木より発根が確実で大きい苗木を得ることができます。  
また苗木としての嚢成期間も短く、しかも早期に開花、結実させることも可能  

です。しかし、一度に多くふやすことが出来ないので、さし木の発根のむずか  

しい場合とか、枝ぶりの良いところを盆栽に用いる場合に利用し  

ます。  

［普通とり木法＿  

この方法はく醸元から萌芽した枝を土中に伏せ、土の中の枝から発根させる方法です。  

とり木の時期は、常緑樹、落葉樹を問わす、休眠芽の活動し始めたころから行います。  

■   

二盛り土法］   

春、発芽前に根元の地際近くを刈り込み、士を盛っておくと新梢は土中を伸びて地上に出てき  

ます。土中の責化した部分から発根させる方法ぞす。  

＋  

11   



［空中とり木法］  

とり木の時期は、樹液活動の活発な頃がよく、常緑樹では5～6月、落葉樹  

6月煩がいいとされています。  

とり木の方法は、発根させようとする箇所のン．・．入をナイフで幅1～2cmを輪  

に剥度します。（甘皮が残ると発根しない。）  

外皮を剥いだあとは、幅15cmぐらいを、水を少量含んだミズコケで虐めに  

いて、さらにその上からビニールで覆いをし、両端を麻紐等でしばります。  

ビニールで  

おおいをする  

●切り離す時期   

一般に落葉樹では、その年の秋または翌春、常緑樹では翌年の春、発芽前頃  

に切り離します。  
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木を植える時期は普通、書か秋ですが、春植えの場合には3月下旬から4月中  

旬、秋植えの場合には10月下旬から11月下旬までが良いとされています。   

朝夕や曇った日を選んで植えると良いでしょう。  

～湾性質を考え場所を決め、植え穴は植え  ●穴の底によく腐ったたい肥やこえた士をい  

株の直径・深さとも、1．5～2tO倍の穴を掘り  れ、その士が見えなくなるまで中高にもりあ  

ます。掘りあげた士は細かく砕きます。  げます。  

lぞ二帽える深さは地面と元の根元をほぼ同じようにします。植える場所が湿地であれぼ士を盛り上  
げ浅く檀えます。  

湿地に植える場合  
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●前後左石からみて木の一番美しく見えるほ  

うを正面として位置を決めます。恨を麻布や、  

ビニールなどに巻いてある場合には取り除き、  

●棍の周囲に穴の2／3＜らい土をもど〕、再＿  

つぶり水をやりながら樺でついて恨の周りに  

隙間ができないようにします。   
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整枝とせん走   

花木頬の整枝は木の骨格をつくり、せん定は枝や葉を切り取ることをいいま  

す。整枝・せん定によって日光を入れ通風を図り病害虫を予防します。また美  

しい木の姿を作るためには、木の性質を知ると同時に、せん定後の影響なども  

よく考えて行うことが大切です。  

●針 ん定   

早春から秋にかけて行い、毎年の手入れもかかせません。マツ類では呑に新  

しくでた芽の先端を指先でつみとり、生長を抑制することがあります。これを  
ミドリつみといいますが、若木の場合は樹形がだいたい出来上がった頃に行い  

ます。また、夏から秋にかけては、枯れ枝やみだれた枝を整理し、伸びすぎた  

枝や込みすぎた枝もせん定して樹形を整え、吉葉の取り除きもあわせて行いま  

す。  
▲■r  

●港撥広葉樹のせん定   

冬の整枝、せん定は寒害を受けやすいのでさけます。呑の発芽前または、新  

しい枝葉のかたまる梅雨後に行います。シイ、モチノキ、マサキなど萌芽力の  

強いものが多く、用途によっては強い刈り込み仕立てもされますが、普通には  

枯れ枝やみだれ枝、伸びすぎた枝のせん定をして樹形を整えます。また、一般  

に頂部が優勢になりやすく、そのため下枝の部分が枯れ上がらないよう樹冠の  

る場合もあります。  

秋の落葉後から冬にかけて整枝、せん定をします。せん定は自然の樹形本位  

に行い、芯はあまり止めませんが、必要があれば別に弱い芯を仕立てるように  

します。また、枝の間弓lき・せん定を主としてあまり枝葉をつみとるような刈  

り込みはさけ、こみすぎた枝、枯れ枝などをせん定します。また、夏になると  

枝は相当こんでくるので秋、冬の問にある程度の枝すかしをしないと樹形のみ  

だれる場合があります。  
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類のせん定   

花木を整枝、せん定する主な目的は開花にあります。したがって花つきをよ  

くするには木の開花習性をよく知って、花芽の決まる前に整枝、せん定をし、  

充実した芽をつくることです。例えば落葉花木であるコプシやモクレンは9f∃  

頃になると花芽の形成がみられますから、それ以前に伸びすぎた枝や新枝をせ  

ん定します。また、常緑花木のツツジやサ、ソキの花芽は7月頃につくので、せ  

ん定は花の咲き終ったあとすぐに行います。  

玉垣珂のせん定   

刈り込みの時期は、梅雨入りの5月下旬から6月にかけてと、秋の10月頃に  

行うのが普通です。整枝、せん定に際しては、地上部を刈ると同時に、恨を一  

部切ることが樹勢を整え、下枝を枯れ上げさせない秘けつです。また、萌芽力  

は樹種によって違うので弱い樹種には強い刈り込みをひかえます。なお、いろ  

いろな樹種をまぜ植えした生垣は、一様に刈り込むと樹勢を弱めたり、花芽を  

落とすことがあるので注意が大切です。  

太横の切り方  枝は基部から切る  

‥   －●      ‥      ● ●  

基部から切る  癒合組織（樹皮）が   ①，②，⑨の  
早く傷口をおおう   順で切り込む   

樹皮をはがさ  
ず我が外れる   がふさがりにくい  

16   



病害虫とモの L  
綿予芋   

樹木を害虫や病気から守るためには、なによりも常日頃の見回りが大切です。  

そして被害を早目に見つけて、処置することが防除のこつです。どんな虫が、  

いつ頃現れるか、どんな被害を与えるかということを、あらかじめ調べておい  

て、その時期に特に観察を綿密に行うことも大切なことです。   

ツバキの葉を食べるチャドクガは、ツバキの葉の裏側に卵を産みつけて冬を  

越し、5月上旬頃に幼虫となり葉を食べはじめますから、その頃すばやく見つけ  

ることができれば、その葉一枚だけをとって踏みつぶすだけで完重な防除がで  

きるわけです。また木の牽引こ、アリが盛んに動いているのは、多くの場合アブ  

ラムシがついていると判断しても、間違いありません。   

病害虫の防除は、農薬をふりかけることだけではありません。むしろ農薬の  

散布は最後の手段と考えて、被害が広がらないうちに処置することが大切です。   

また、樹木の生育環境を良くして、病害虫の発生を防いでやるのも大切なこ  

とです。そのための条件としては、  

○日あたりを良くする。  

◎排水を良くする。  

◎風とおしを良くする。  

○±壌の改良を行う。  

等のことが必要となります。   

※被害の兆候に合わせて農薬を用いる場合には、次の頁の表を参考にして下さい。  

なお、農薬には無毒性があるので、散布液が氾や川へ入らないように充分注意する。  
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スミチオン、デイブテレックス、オルトランな  

どの乳剤を数回散布する  
枝葉が食われて  毛虫類、ハマキムシ穎＼コガ  

瓢ハパテ頬、ハムシ  
いる。   

疇■…＝……＝・書■■1＝＝＝●＝＝＝＝＝＝■＝…●－…＝…＝－●■●●●●●●●●＝●●●■●●●●●●●  

ムシ頬、カイガラムシ   

去。  
に機械油乳剤を冬季）を数回散布する。  

黒色すす状物で すす病   

覆われる  
…＝＝■＝＝●■●●●●●●●●■＝＝＝＝＝＝＝＝＝▲＝＝●●…＝■＝●●＝……＝●●■■■●●■●■■●●●  

葉が黄白色、かす ハダニ類、クンバイムシ莱頁など ス三チオン、マラソン、トレボン、ケルセ  

り状になって退色  ンなどの乳剤を数回散布する  

し、白紙上にたた  

くと微小な虫が落  

Fして動く。  
l●■＝＝●……＝●＝＝t＝＝＝ ……………＝＝■＝＝＝▲●●■■■……＝●＝●■●  

偵や幹に小さい穴 キウイム類＼ノノノイムシ類、穿入孔の虫糞や木くずを取り除いてスミチ  
があいたり木くず、∃至空？（＼ニー∃？モリガ、カ オン乳剤を注入するか、枝矧こ塗布して産                                                                                       ′：n l／ノ■，－＿＋「．【h」堰⊆l「l＋ ■－1し－≠・－m ■■ブ  

ミキリムシ芙頁など  卵と幼虫の侵入防止を図る。  
ヤニなどがでる  
l■■t■＝＝＝＝＝＝＝…＝＝……＝＝＝ノ……＝●■●■■■●■●●●＝＝■●●■●●●●●●●●●●●■●■●●●●  

うどん粉病  

落葉を集めて焼却する。  
が、表裏面を覆う  
…●■●■■■■■＝＝●  ＝●●…＝……■－……＝＝＝○＝＝■●●●■●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●■■●●  

葉に黒色や茶色、班点病＼炭そ病＼褐斑病、葉 チオファネートメチル剤、マンネブ剤、ぺ  
灰色などの斑点、枯病＼葉ふるい病など  ノミル剤、有機銅水和剤など数回散布する。  

斑紋ができる。  
…＝＝＝●＝●■●■＝＝」l●■▲▲■●■■●■■■■●■■■■■●●■●●●●●●●●●●●●●●■■●●●◆■■＝＝＝＝＝■＝＝■●  

ジネプ剤、マンネブ剤、水和イオウ剤など  
散布するか、中間寄主を除去する。  

葉の表裏面に寅 さび病  

色からさび色の  

粉をふいたよう  

な斑点ができる。  
…●■＝＝＝＝＝…＝＝＝●l  

枝や幹の表面に灰 こうやく病  

色、褐色、黒色な  

どどロード状の厚  

い膜ができる。  

病枝を切除するか、ハケ（剃毛）などで菌  
糸膜をそぎ落とし、チオファネートメチル  
塗布剤などを塗る。  

…＝＝＝＝＝●1■▲＝＝＝●●＝＝＝＝●－…‥－■■一－－■－－－●－…＝■＝＝■＝…＝●●●●●■事●■  

根が侵されて、地 白絞羽病、紫綬羽病、ならた 発病枯死した木の根株を、丁寧に掘り取つ  

こけ病  
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四季の管理   

3月の彼岸前後は樹木の移植適期です。新芽の動き始める前に終わるようにし、伸び出  

してからの移植はさけるようにします。  

仙、、   

種子のまきつけ、さし木、つぎ木は3月、4月が適期です。とりまき、株分けはなるべく  

早めに行います。ツバキのように8月がつぎ木適期のものもあります。   

冬の問に枯れたり折れた枝をせん定して樹形を整えます。花の終った花木の整枝、せん  

定は早めに行います。  

⑳病気と虫の防除   

樹木の新梢力¶申びるころは、アブラムシやカイガラムシ類が発生し始めます。放って去  

くと樹液を吸われて樹勢が衰え、すす病など併発するので、発生初期からス三チオンやス  

プラサイド乳剤など数回散布して防除します。   

また、花が終わって新葉が展開し始めると、いろんな病気が発生します。マンネプ割や  

ぺノミル割、チオファネートメチル剤、南機嗣水和剤など百効な殺菌剤を選んで散布し、  

被害の広がるのを末鮒こ防ぎます。  
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6月頃は常緑広葉樹の移植が出来ます。しかし、常緑針葉樹、落葉広葉樹はなるべく移  

植をさけるようにします。  

緊 夕但   

6月から7月にかけて、さし木の出来る樹種が多くありますが、夏ざしは書から伸びた枝  

の固まった頃にします。  

■l匝枝せん   

枯れ枝や伸び過ぎた枝をせん定して、日当りと通風をよくします。花木のせん定は花芽  

を落さないよう注意が大切です。  

⑳病気と虫の防除   

うどんこ病、さび病、アブラムシ、カイガラムシ、毛虫類は廃木、花木の大敵です。夏  

にはこれらの発生が多く見られるので、被害の原因を正確に把握すると同時に、早期発見、  

早期防除することが大切です。   

水はやりすぎないよう回数を少なくして、一度にたノ′Jてりかけ乙」上が大切です。。トた、  

水やりによって枝葉の汚れを落し、木に活力を与えます。なお、水やりは日射しのない時  

に行いましょう。  
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秋は樹木の移植適期です。とくに、落葉する庭木花木類は葉の落ちる10月から11月頃  

に行います。  

種子のとりまき、さし木、つぎ木は主に9月から10月頃に行います。  

整枝せん定   

針葉樹類のせん定は早めに行い、冬芽の充実をはかります。枯れ技、伸びすぎた枝のほ  

か占葉のとり除きもあわせて行い、樹形を整えることが大切です。  

⑳病気  と虫の防除   

すす構の予防にはアブラムシ、カイガラムシの駆除が必要です。毛虫の防除、みの虫成  

捕殺も大切です。   

雪の降る北国では、樹木を雪害から守るLげ．．」、帆柱を立てて枝に吊り縄を結′J、．ヨ．．与  

り」や丸太や板を立てかける「雪囲い」などします。これらの作業は、庭木の防雪対策と  

冬庭の修票的効果を兼ねて行われます。  
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なるべく雪の降る前か雪どけ後の時  一般に樹木の移植  

期に行います。   

肥料やりと構勧リ   

冬こえには堆肥や鶏糞、化学肥料を使います。木の大きさに応じて施し、あまり高くし  

ない庭木や生垣には根切りをすると樹勢の回復効果がみられます。  

雪害の予防   

庭木、花木類の枝つり、なわ巻き、こも巻きなどは、雪や寒さの害を防ぐので早めに行  

います。  

jなどに落ちた葉が多くあると病害虫の越冬場所となりやすく、呑になって大発生する  
ことがあります。また、サクラのてんぐ架橋などは、冬の間に病枝を切りとって焼却する  

ことが大切です。   

厳寒期の石灰硫黄合剤散布は、春先から発生する病害虫の予防になります。しかし、高  

温で日照の強い日は、薬害を生じる恐れがあるので、早朝か夕刻に散布します。   

また、冬季に落葉する樹木に機欄油乳剤を散布する場合も同様ですが、マツ類や常緑紅  

葉樹では、油遷症状の被害を見る場合があるので充分注意します。  
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草木の花こよみ  

サザンカ（1月～4月中旬）、ツバキ類（1月～5月）  

メタセコイア（2月中旬～3月）、マンサク（2月下旬～4月中旬）  

ウメ（3月～4月）、ジンチョウゲ（3月中旬～4月）、  

トサミズキ（3月中旬～4月）、サクラ類（3月下旬～5月上旬）、  

ショウジョウバカマ（3月中旬～4月）、  

ヒメツルニチニチソウ（3月中旬～5月中旬）、  

ネコノメソウ（3月下旬～5月上旬）  

コプシ（4月）、ハクモクレン（4月）、ヤマモミジ（4月～5月）、  

レンギョウ（4月～5月上旬）、モクレン（4月中旬～4月下旬）、  

ユキヤナギ（4月中旬～5月上旬）、オオデマリ（4月下旬～5月）、  

サツキ・ツツジ類（4月下旬～7月中旬）、ブナ（4月下旬～5月）、  

ヤマブキ（4月下旬～5月中旬）、イチリンソウ（4月～5月中旬）、  

カタクリ（4月～5月上旬）、ニリンソウ（4月中旬～5月中旬）、  

ミヤマカタバミ（4月中旬～5月中旬）、シヤガ（4月下旬～5月）、  

スミレ（4月下旬～5月）、アマドコ0（4月下旬～5月）、  

ムラサキケマン（4月下旬～6月中旬）、ホウチャクソウ（4月下旬～5月）  

オニクルミ（5月上旬～5月中旬）、カツラ（5月上旬～5月中旬）、  

夕ニウツギ（5月～6月中旬）、ハクウンボク（5月～6月上旬）、  

スタジイ（5月中旬～6月中旬）、トチノキ（5月中旬～6月上旬）、  

エコノキ（5月下旬～6月）、ナツツバキ（5月下旬～6月中旬）、  

ヤマボウシ（5月下旬～7月上旬）、ユリノキ（5月下旬～6月）、  

ミズバショウ（5月～6月上旬）、ナルコユリ（5月下旬～6月中旬）、  

アカショウマ（5月下旬～6月）   
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タイサンボク（6月～7月中旬）、アジサイ（6月中旬～8月上旬）、  

キンシバイ（6月中旬～9月中旬）、クテナシ（6月下旬～8月上旬）、  

ミヤマヨメナ（6月～7月上旬）、ノアザミ（6月～7月上旬）、  

ササユリ（6月～7月上旬）、ハナショウブ（6月中旬～6月下旬）、  

ユキノシタ（6月中旬～7月）、ギボウシ（6月下旬～8月上旬）、  

ツユクサ（6月下旬～10月）、ホタルブクロ（6月下旬～7月）  

サルスベリ（7月中旬～10月中旬）、ムクゲ（7月中旬～9月中旬）、  

ヤマハギ（7月中旬～9月中旬）、ヒヨドリバナ（7月中旬～10月上旬）、  

ヤプカンゾウ（7月中旬～8月上旬）、ウバユリ（7月下旬～8月中旬）、  

ミソハギ（7月下旬～9月中旬）  

ミズヒキ（8月～10月）、ススキ（8月～10月）、  

三ゾソバ（8月中旬～9月上旬）、オトコ工シ（8月中旬～10月）、  

アキノキリンソウ（8月下旬～10月上旬）、  

ツリフネソウ（8月下旬～10月上旬）、ツルボ（8月下旬～10月上旬）  

キンモクセイ（9月下旬～10月上旬）、  

ビガンバナ（9月中旬～10月中旬）  

フユノハナウラビ（10月中旬～11月中旬）  

（樹木公園、調査資料より）   
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記念樹のいろいろ  

●商売繁盛 マンサク、マンリョウ、センリョウ、コブシ  

●鼻作・大漁クスノキ、コプシ、ザクロ、マンサク、マンリョウ  

●衰全祈屑 ナンテン、サンコジュ、ヒイラギ、モミ  

●東願成就 アスナロ、キンカン、シンジュ  

●霜婚 サンシヨウ、ツツジ、マツ類、キンモクセイ、ツバキ、ネムノキ、ライラック、  

アカシア、ウメ、サルスベリ、モモ  

●婚約トクテナシ、コデマリ、シラカバ、バラ  

●班樋 イチョウ、コブシ、ヒメリンユマンサク、ムラサキシキブ  

●成人 ケヤキ、ヒノキ、ヒメリンユマツ類、モモ  

●勃蔓・配意 サクラ、イチョウ、スギ、ヒノキ、ユズリハ  

●巣立ち アジサイ、ウメ、スギ、ハギ、ヒメリンコ  

●卒業 サクラ、シンジュ、ニシキギ、ハナミズキ、ポプラ  

●浪頓 サザンカ、サツキ、ハナミズキ、ユズリハ、ライラック  

●入学暮入社 アスナロ、アベリア、イチョウ、サクラ、マンサク  

●臆勝・勝利 イチイ、キンモクセイ、ゲッケイジュ、サルスベリ、ヒノキ  

●友情 アカシア、クテナシ、コデマリ、シラカバ、バラ  

●栄誉 カイドウ、キンカン、キンモクセイ、サクラ、バラ  

●故人 力工デ、キンモクセイ、サザンカ、ジンチョウゲ、ハギ  

●侠気・渥院 アオキ、工ンジュ、キンカン、ツバキ、モモ  

●隋崇・開店 イチイ、ケヤキ、センリョウ、ヒノキ、マツ類、アオキ、アセビ、  

カラタチバナ、ツツジ、マンリョウ  

●敬老・長寿 工ンジュ、ク三、サツキ、ナンテン、マツ類  

●合格 ゲッケイジュ、コプシ、ニシキギ、ヒノキ、マツ類、サクラ  

●累進・栄転 工ンジュ、キンカン、ツバキ、ニシキギ、ネムノキ  

●新築・転居 アジサイ、工ンジュ、カキ、ナンテン、ヒイラギ  

●詩魂 イチョウ、エンジュ、カキ、ザクロ、ナンテン  

●誕生 キリ、クスノキ、ナンテン、マツ類、ムラサキシキプ、ツゲ  

1  

・∵Lゝ・、、子二  
■         ＞   
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県の兼（アテ）と市町村  

ています。本県独特の木で、一般公募  

により昭和41年10月に決まりました。  
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緑化の相或は  

■農林水産部森林管理課 森林企画係  
〒920－8580 金沢市革安月1丁目1番   
TEL（076）225－1111FAX（076）225－1645   

■カロ賀農林総合事務所 森林部林業振興課  

〒922－0831加賀市幸町2丁目86   
TEL（0761）72－8514 FAX（0761）73L4376  

■小松農林総合事務所 森林部林業振興課  
〒923－0801小松市園町ハ108－1   
TEL（0761）23－1717 FAX（0761）24－2502  

■石川農林総合事務所 森林部林業振興課  
〒920－2121鶴来町本町4丁目リ75   
TEL（0761）92－1171FAX（0761）93－0659  

■金沢農林総合事務所 森林部林業振興課   
〒920－8204 金沢市戸水町2丁目30番地   
TEL（076）204－2103 FAX（076）268．9015  

■津幡農林総合事務所 森林部林業振興課  
〒929－0325 津幡町加賀爪ヌ40－3   
TEL（076）289－4456 FAX（076）289q4268  

■羽咋農林総合事務所 森林部林業振興課  
〒925－8510 羽咋市旭町ユ20   
TEL（0767）22－1203 FAX（0767）22－9011  

■七尾農林総合事務所 森林部林業振興課   
〒926－0852 七尾市小島町二33   
TE」（0767）52－6600 FAX（0767）52－9194  
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■輪島農林総合事務所 森林部林業振興課  
〒929－2372 輪島市三井町洲衛10部11番1   
TEL（0768）26－2329 FAX（0768）26－2332  

■珠洲農林総合事務所 森林部林業振興課  
〒9270－1215 珠洲市上戸町北方ト9－2   
TEL（0768）82－3112 FAX（0768）82－0961  

［コ石川県緑化センター  

〒925－0214 志賀町字火打谷ハ44   
TE」（0767）37－1011FAX（0767）37－2144   

■石川県林業試験場  

〒920－2114 石川郡鶴来町三宮ホ1   
TEL（0761）92－0673 FAX（0761）92－0812   






